


家名義の作品でさえ、作家以外の力によってすでに改変されている可能性があり、純粋にその作家の

作品とみなせない）以上、それらを正しく芸術作品として鑑賞することも批評することもできなくなってし

まいます。ICC での展示は企業の広報として管理されること（を運営企業が正式に公表していること）、

作家が表現を自己管理・統率・監督する権利及び個々の作品の自律性が ICC では保証されないこと、

作家や作品には NTT 東日本の企業イメージの代弁・広報がまず求められていること。これらの条件を

自ずと導く見解は、あらかじめ作家たちにも周知されるべきものでしょう。 

われわれは、ICCのWEBサイトに提示されている「従来の枠組みにとらわれない実験的な試みや新

しい表現、コミュニケーションの可能性について紹介」するという基本理念を、ICC 及び NTT 東日本内

でも一定の理解があるという期待を持っております。その理念にも鑑みて、今後こうしたことが二度と生

じないよう要請するとともに、今回の事案についての真摯なご回答を希望いたします。上記の問題に関

して経緯説明とご見解を、6 月 15 日までにご回答いただきたくお願い申し上げます。なお、ご回答は本

質問状とともに当連盟 WEB サイトなどを通じて公表させていただく予定です。 

 

 

ご回答送付先 

〒102-8322 東京都千代田区北の丸公園 3 

東京国立近代美術館内 美術評論家連盟 


